	研究主題　　　
観察実験の技能を確実に定着させ，観察物にしっかりと向かい合い，知識理解の確実な定着を図る理科授業の在り方
　　　　　　　　　　　　　　　　大子町理科教育研究部　


１　授業実践
(１)　単　元　植物の生活と種類　                                                 
　(２)　目　標
　○　身近な花に関心をもち，いろいろな花のつくりを意欲的に調べようとする。

（関心・意欲・態度）
○　実験に際して，条件を統一するなど探究する方法を身につけ，結果を考察して自分の考えを表現することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（科学的な思考・表現）
○　シダ植物やコケ植物の体の断面や胞子を，顕微鏡などを操作して観察し，記録することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観察実験の技能）
○　被子植物（単子葉類・双子葉類），裸子植物，シダ植物，コケ植物の相違点を理解し，知識を身につけている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自然事象への知識・理解）
　(３)　単元について
　　　①　教材観
　　　　　中学校学習指導要領解説理科編によれば，第２分野の生物学的領域では，「生物とそれを取り巻く自然の事物・現象に進んでかかわり，その中に問題を見いだし意欲的に探究する活動を通して，多様性や規則性を発見したり課題を解決したりする方法を習得させる。」と述べられている。この目標は，第２分野の学習の対象が，生物とそれを取り巻く自然の事物・現象であることを示すとともに，それらに対して主体的に進んでかかわり，科学的に探究する活動を通して，多様性や規則性を発見したり課題を解決したりする方法を習得させること，そして，それらを通して科学的な思考力を育成することがねらいであることを示している。生物領域の植物の分野では，小学校での学習につなげて，植物や動物の生活と種類，生物の変遷，生命の連続性に関して内容の系統性を図り，科学的に探究する能力を育成し，科学的な知識や基本的な概念が定着するように構成している。しかし，本時の種子をつくらない植物については，小学校では扱わず，中学校で初めて学習する。ここでは，植物はすべてが種子をつくるのでなく，シダ植物やコケ植物のように，種子をつくらない仲間があることを理解させることがねらいである。また，胞子の観察を行い，これらの植物は種子をつくらず胞子をつくることにも触れる。
　　　②　指導観
種子植物の学習については小学校から系統立てて学習しているが，種子をつくらない植物については初めて学習する上に，関心をもって普段見ている生徒も少ないであろう。本時においては，ゼニゴケを実際にとりに行くことで，観察物との出会いを大切にするとともに，生活場所や仮根のつき方についての理解を深めさせたい。その上で，友人と相談しながら観察し，図を描き説明を加えることで，種子をつくらない植物の特徴をよく捉えさせたい。また，いばらき理科アイテムのDVD資料の「マツバラン」の，映像を見ることで，種子をつくらない植物の多様性に触れて，植物分野においての科学的な見方や考え方を養いたい。
　(４)　指導計画(○時間扱い)
　第１次　植物の体のつくりとはたらき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１４時間）
　第２次　植物のなかま分け・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（４時間）
	時
	学習活動・内容
	評価規準

	１
２
（本時）
３
	種子植物と種子をつくらない植物を観察し，それぞれの体とふえ方の特徴を知る。
植物の分類をする。
	シダ植物やコケ植物の体の断面や胞子を，顕微鏡などを操作して観察し，記録することができたか。（観察実験の技能）
被子植物（単子葉類・双子葉類），裸子植物，シダ植物，コケ植物の相違点を理解し，知識を身につけている。（知識・理解）


  第３次　植物のなかま分けを考える・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（２時間）
　(５)　本時の指導
　　　①　目標
　　　　○　被子植物（単子葉類・双子葉類），裸子植物，シダ植物，コケ植物の相違点を理解し，それぞれの特徴を理解することができる。
　　　②　準備・資料　
　　　　　コケ植物　シダ植物　いばらき理科アイテムＤＶＤ　大型ＴＶ　AppleTV　iPad
　　　③　展開
	学　習　内　容・活　動
	教師の留意点・評価（◎）

	１　種子植物の特徴を振り返る。
２　本時の課題を知る。

３　予想をする。
発問　どのようにふえるのだろうか？
・種子ではないが種子のようなものでふえるのではないか。
・ジャガイモのように種いものようなものでふえるのではないか。
４　コケ植物とシダ植物の観察を行う。
　　・コケ植物は全体的に平べったく，葉がない。細い根のようなものが観察できる。
・シダ植物の葉の裏側には，胞子のうがある。
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　　　コケ植物　　　　　　 シダ植物
　・　いばらき理科アイテムの映像資料「マツバラン」を見る。
５　観察結果をまとめる


	・　被子植物も裸子植物も種子をつくって仲間をふやすことを振り返る。
・ここでの種子をつくらない植物とは「コケ植物」「シダ植物」を指す。
・種子ではなく何でどのようにふえるかに焦点を当てて予想させることで，観察への目的意識を高めたい。
・コケ植物については，体育館入り口付近にあるゼニゴケをとりに行き，コケ植物が好む生活場所を捉えさせる。
・少人数学級の利点を生かし，顕微鏡は2人で1台，ルーペは1人1個使用することで，しっかりと観察させたい。
・机間指導を行い，顕微鏡の操作に手間取る生徒には声をかけ，観察の技能の定着を図る。
・コケ植物とシダ植物のからだを，ノートにスケッチし，説明も記入させることで特徴を捉えさせたい。
○体の特徴について班の中で相談しながら観察し，スケッチで表現できるようにする。班の中で，お互いのスケッチを見合い，体の特徴を確認し合う。
・特徴を捉えているいるスケッチを写真に撮り，大型TVに拡大提示し，他の生徒の参考にする。
※シダ植物やコケ植物のからだの断面や胞子を，顕微鏡などを操作して観察し，記録することができたか。　　　　　【観察実験の技能】（観察）
・いばらき理科アイテムの映像資料を見せることで，種子をつくらない植物の多様性に触れる。
※被子植物（単子葉類・双子葉類），裸子植物，シダ植物，コケ植物の相違点を理解し，知識を身につけることができたか。【知識・理解】
（観察・発表・ノート）

	
	


　２　成果と課題
　（１）成果
　　　　身近にあるコケ植物とシダ植物の観察をした上で，マツバランの映像を見せたことで，種子をつくらない植物の多様性に触れることができ，知識を深めることができた。
　（２）課題

　　　　生徒達たちにとってマツバランが身近な植物ではなかった。
　　　　マツバランの映像資料の音声が途中から途絶えている。
～








　種子をつくらない植物は，どのような特徴があり，どのようにふえるのだろうか。





〈コケ植物〉


　維管束がない。


　根茎葉の区別がない。


　日陰の湿った場所に生え，体の表面から水を取り入れる。


　胞子でふえる


　〈シダ植物〉


　維管束があり，根茎葉の区別がある。


　葉の裏に胞子のうができ，中に胞子が入っている。
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